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2000年度言語研究センター主催

講演会についての報告

西 野 清 治

今年度は､下記の二人の先生に講演をしていただくことができました｡無理を言ってお願いした

にもかかわらず､お二人の先生ともこころよくお引き受けくださいました｡深く感謝いたします｡

また､講演会に参加してくださった皆様､大変ありがとうございました｡以下に､講演内容を簡単

に紹介させていただきます｡

第一回目 ｢サンスクリット､

湯田先生は､今年 『ウパニシャッド- 翻訳お

よび解説-』(大東出版社)を出版され､それに

より第36回日本翻訳出版文化賞を受賞された｡そ

こで､今回､先生のご研究の周辺で､何か言葉を

中心にすえたお話をしていただけないかというこ

とをお願いした｡講演では､おもにサンスクリッ

ト語について､できるだけ易 しく話していただい

た｡私自身､サンスクリット語を勉強したことが

ないので､ここで先生のお話を正確に報告するこ

とはできない｡ごくおおまかなまとめになってし

まうが､先生は､まず､サンスクリット語の音韻

とシンタクスについて解説された｡そして､それ

と平行するような形で､百科事典の中に掲載され

ているサンスクリット語に関する記述について､

批判等も交えながら解説された｡｢サンスクリッ

およびサンスクリットの文献｣
湯田 豊 (神奈川大学教授)

10月25日(A) 参加者約15名

卜語がインドヨーロッパ語の祖語であるというの

は間違いである｡｣ということや､｢サンスクリッ

ト語は､ヴェ-ダ語の方言であり､文法家によっ

て規範化され､洗練されてできたものである｡｣

というようなことを指摘さjlた｡

私自身､サンスクリット語はギリシア語やラテ

ン語の親戚のようなものであるという認識をもっ

ていたので､サンスクリット語の表記もアルファ

ベット形式でなされるものだと思いこんでいたと

ころ､1つの文字が 1つの音節を表すのだという

ことを知り､日本語の ｢あいうえお｣と同じでは

ないかと思い､驚いた｡後で先生に聞いたところ

によれば､日本語の50音はサンスクリット語の表

記法を手本にして作られたということであった｡
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